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カナダの競争力のある優位性
航空・宇宙産業

インベスト・イン・カナダ



カナダに投資している
世界的な大企業

• Atlantis Aerospace

• Bell Helicopter 
Textron Canada

• Boeing Canada Technology

• Dornier Seaplane Company

• Esterline/CMC Electronics

• Eurocopter Canada Ltd.

• GE Aviation

• Goodrich

• Honeywell

• L-3 Communications

• Liebherr Aerospace

• Lockheed Martin Canada

• Messier-Dowty

• Piaggio Aero Industries

• Pratt & Whitney Canada

• Rolls-Royce Canada Ltd.

• StandardAero

• Thales

カナダを代表する企業

• Avcorp Industries

• Bombardier

• CAE

• Centra Industries

• COM DEV International

• Guardian Helicopters

• Héroux-Devtek

• Intelcan Technosystems

• Magellan Aerospace 
Corporation

• Vector Aerospace

• Viking Air

カナダにおける最近の投資例

GE AVIATION
GE Aviation が2011年、StandardAeroと共同で、ウィニペグの研究開発・
試験センターに5,000万ドル※を投資すると発表。このセンターの設立により、
民生用航空機・軍用航空機用エンジンの試験能力が増強。

GE CANADA
General Electric（米国）の子会社GE Canadaが2010年、ケベック州ブロモ
ントの製造プロジェクトに6,350万ドルを投資して、80人の雇用を創出。

DORNIER SEAPLANE COMPANY
Dornier Seaplane Companyが2010年、ケベック州サン–ジャン–シュル–
リシュリューの製造プロジェクトに7,150万ドルを投資して、250人の雇用を
創出。

LIEBHERR AEROSPACE
スイス企業Liebherrの子会社Liebherr Aerospaceが2010年、900万ドルを
投じてケベック州ラヴァルのランディングギア組立工場を拡張し、35人の新
規雇用を創出すると発表。

ESTERLINE/CMC ELECTRONICS
Esterline/CMC Electronicsが2009年、ケベック州の研究開発イニシアチブ
に今後5年間、1億5,000万ドル近くを投資すると発表。

BOEING CANADA TECHNOLOGY
Boeing Canada Technologyが2008年、マニトバ州の生産拠点を拡大して、
200人（推計）の新規雇用を創出。

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。
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航空・宇宙産業
Datamonitorによると、世界の航空宇宙産業は2009年の3,820億米ドル規模から2020年には5,150億米ドル規模に成
長する見通しであるという※1。民間、軍、いずれの航空宇宙部門も、こうした伸びを示すものと予想される。

カナダの航空・宇宙産業※2は、このような世界的な成長に大きく貢献している。航空宇宙製造企業およびサービス企
業は全国で400社を超え、2009年には222億ドル（推計）の売上高を上げた。また、航空宇宙部門は8万3,000人の高度
な熟練労働者を擁し、およそ46億ドルの賃金を支払っている。

カナダは、リージョナル航空機、フライト・シミュレーター、小型ガスエンジン、ロボット工学、人工衛星技術、通信、航空機のMRO、複合材料、
降着システムなどの市場セグメントで世界をリードしている。カナダでは国内生産量の80%近くが輸出されているが、これは世界の航空
宇宙産業のなかでも最も高い数字である。

2009年の航空宇宙関連の生産量でカナダは世界第5位に入り、また2008年に航空宇宙・防衛関連の研究開発に投じた資金は13億ドルに
上った※3。

RNCOSが2011年3月に発表した市場調査結果※4をみると、カナダの航空宇宙市場が過去数年間にわたり、世界で最も急速な成長を遂げて
いることがわかる。2010年は、航空旅客数の落ち込みと輸出市場の低迷により、前半にペースが鈍ったものの、年末に近づくにつれて回
復が顕著となった。そのため、航空宇宙部門は2012年末までに危機前の勢いを取り戻すものと予想される。

航空機製造技術に関するカナダの専門知識・技術は世界的に高く評価されており、軍事利用セグメントも、航空宇宙関連の世界的な大企業
の注目を集めつつある。

さらに、MRO（分解、修理、再組立て）産業が、最も成長する可能性の高い分野の1つとして台頭してきた。マニトバ州やケベック州など
航空宇宙産業のクラスターはMROの世界的なハブとしての地位を急速に確立している。

1

 写真クレジット：CAEトレーニングセンター内にあるCAE製フライトシミュレーター

※1 Teal Group。
※2 特に注記がなければ、民間航空宇宙産業に関係する情報のみ。
※3 Aerospace Industries Association of Canada、Canadian Aerospace Industry: Performance 2008
※4 Canadian Aerospace Industry Future Outlook、RNCOS、2011年3月



大手MRO企業は様々な大学と緊密に連携して、技術の向上を図り、競争力とコスト効率に優れた製品とサービスをクライアントに提供し
てきた。MROセグメントは今後、航空宇宙産業のなかでも最も急速な成長を遂げることが予想され、そうなればカナダは航空宇宙関連企
業の投資ハブの有力な候補になることができる。

カナダはG20諸国として初めて全製造品資材の関税を撤廃する。この撤廃に向けた取り組みは2010年に大半が終わっており、今後2015年
までに、工具、機械類、機器のみならず、化学製品、繊維類、石材、ガラス、金属類など、カナダの製造業者が輸入する製造品資材の関税
を完全に撤廃する。

カナダの主な利点

世界のバリューチェーンのなかで、カナダの航空宇宙関連企業は、数々の製品と工程関連の特化を進めてきた。

リージョナル航空機およびビジネス用航空機：カナダに本拠地を置くBombardierはリージョナル航空機、ビジネス用航空機のトップメー
カーで、そのCRJリージョナル・ジェットは世界で60社を超える航空会社に採用され、1,500機以上が就航中。

ガスタービンエンジン：Pratt & Whitney CanadaやRolls-Royce Canada Ltd.など、カナダに進出している世界的な大企業のカナダ現
地法人が世界の小型ガスタービンエンジンの3分の1を供給。

民生用のフライト・シミュレーターおよびビジュアル・シミュレーター：CAEのフライト・シミュレーターをはじめとするカナダ製品は、
世界のビジュアル・シミュレーター市場で70%のシェアを獲得。

民生用ヘリコプター：世界の民生用タービンヘリコプターの20%強は、Bell Helicopter Textron Canadaなどカナダ企業製。

ランディングギア（降着システム）：大型機の全ランディングギアの60%を製造するなど、Heroux-Devtekをはじめとするカナダの企業が
ランディングギアの世界需要の3分の1近くを供給。

機体組立：カナダではMagellanなど大手数社が、幅広い分野の機体組立に従事している。

航空電子機器：カナダの航空電子機器産業は、Canadian Avionics and Instruments、Pacific Avionics and Instruments、Maxcraft 
Avionicsなど中小企業が多く、飛行中の通信、ナビゲーション、機内エンタテインメント専用のシステムを製造。

航空機のエンジンおよび構成部品のMRO：Magellan AerospaceやStandardAeroなどの大手航空機エンジンおよび構成部品のMRO施設。

人材の育成および配置

カナダでは、トロントのライアソン大学、トロント大学、オタワのカールトン大学、モントリオールのマギル大学など複数の大学が、学部、
大学院、博士課程の各レベルで航空宇宙工学の充実したカリキュラムを提供している。専門としているのは、空気力学、推進工学、航空機
の構造、飛行制御など、いずれも国内航空宇宙産業の現場で行われている業務に合致した分野である。
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優位点：
航空宇宙関連の巨額の売上高
航空宇宙関連の事業規模で、カナダは2008年、2009年と2年連続して、
米国、英国、フランス、ドイツに次ぐ世界第5位に輝いた。カナダの
航空宇宙部門は、売上高223億ドル超、雇用者数8万3,000人を誇る。
国内で生産される航空宇宙関連製品の実に78%が輸出されている。

世界の航空・宇宙産業の売上高（2008年）

順位 国名 売上高（10億米ドル） 

1. 米国 204.0

2. フランス 50.4

3. 英国 32.7

4. ドイツ 32.1

5. カナダ 22.3

6. 日本 14.1

7. 中国 12.0

8. ロシア 10.0

9. イタリア 9.9

10. ブラジル 7.6

11. スペイン 6.1

12. シンガポール 4.3

13. インド 4.0

14. オランダ 3.4

15. メキシコ 3.0

その他 34.2

合計 450.0

優位点：
グリーンフィールド型輸送用機器プロジェクト（海外
直接投資）
モントリオール、トロントやバンクーバーは近年、輸送用機器部門で
進められている相当数のグリーンフィールド型海外直接投資（FDI）プロ
ジェクトの恩恵を受けてきた。グリーンフィールド型プロジェクトが実
施されると、新規施設が建設され、長期的な終身雇用も創出される。

 一部都市で2003年以降に実施された輸送用機器のグリーンフィー
ルド型海外直接投資プロジェクトの件数を、下の図表に整理した。

出典： fDi Benchmark；fDi Markets（2010年第3四半期）

輸送用機器（海外直接投資）
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出典： Aerospace Globalization 2.0: Implications for Canada’s Aerospace 
Industry、2009年11月、カナダ航空宇宙工業会のためにAeroStrategy 
Management Consultingが作成
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ブリティッシュ・コロンビア州
Avcorp Industriesなどグレーター・バンクーバーの航空宇宙関連企業には、隣接するワシントン
州に拠点を置くBoeingに近いというメリットがある。ブリティッシュ・コロンビア州の航空宇宙
産業は、ヘリコプター・サービス、航空エンジンのオーバーホール、多目的飛行機のMRO、スペー
スシステム、最新の航空機の複合材構造などを得意とする。また、カナダ最大の航空宇宙訓練セン
ターの1つがブリティッシュ・コロンビア工科大学にあり、地元の航空宇宙産業を支えている。ブリ
ティッシュ・コロンビア州の大手航空宇宙関連企業は、ASCO Aerospace、Avcorp Industries、
Cascade Aerospace、CHC Helicopter、Kelowna Flightcraft、MDA（MacDonald、Dettwiler 
and Associates）、MTU Maintenance、Vector Aerospace、Viking Airなどである。

アルバータ州
アルバータ州では航空宇宙産業が、地域経済に年間13億ドルの収入と、航空会社・空港以外で5,000
人以上の雇用をもたらし、また、生産量の40%を輸出している。この州で強い競争力を誇るのは、ロ
ボット工学および無人機システム、宇宙科学、ジオマティックスシステムおよびナビゲーションシス
テム、MROなどの分野である。カルガリーとその周辺だけでも、航空宇宙関連企業は50社を超え、
MROと、情報通信技術のクラスターである。アルバータ州の大手航空宇宙関連企業としては、ATCO 
Frontec、Field Aviation、ITRES、Iunctus Geomatics、Pratt & Whitney、NovAtel、Raytheon
などが挙げられる。

サスカチュワン州
サスカチュワン州の航空宇宙関連企業は、人工衛星技術、無線通信システム、大気調査・検査、シン
クロトロンの研究開発、マイクロエレクトロメカニカル・デバイス、建築構造、ケースおよびハーネス、
小型無人機、訓練・研修プログラムなどの事業分野を扱っている。航空宇宙産業に携わる労働者は州
全体で2,500人ほどである。この州の航空宇宙関連企業はサスカトゥーン近郊に集中していて、SED 
Systems、Vecima Networks、Scientific Instrumentation、Summit Structures、SBC Case、
Draganfly Innovationsなどがある。

マニトバ州
ウィニペグは、カナダ西部で最大の航空宇宙産業のクラスターであり、複合材機体の部材の製造と、
MROの北米を代表する中心地でもある。また、ウィニペグにあるBoeingの複合材製造工場は、こう
した施設としては北米で最大規模を誇る。Boeingは、民生用航空機部門のグローバルな10大拠点の
１つもウィニペグに置いている。ここには、Boeing Canada Technology、Magellan Aerospace、
Aveos、StandardAeroといった世界をリードする企業4社のほかに、国内や地元の大手企業23社と
中堅の航空宇宙関連部品製造業者数社が集まり、およそ5,300人の人たちが働いている。ウィニペグ
に本拠を置くStandardAeroは、世界最大の独立系MRO企業の1つである。
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カナダの航空・宇宙産業：概要
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オンタリオ州
オンタリオ州南西部は、200社を超える企業で2万人以上の熟練した従業員が働くカナダ第2位の航空宇宙
産業のクラスターである。この中核を担うのはトロントで、航空機部品の製造、航空機システムの開発、
メンテナンス・オーバーホールなどを得意としている。トロントはまた、Bombardier、Pratt & Whitney 
Canada、Honeywell Canada、Magellan Aerospace、Northstar Aerospaceなど世界のトップ企業
が集まる都市としても有名である。トロント大学のInstitute for Aerospace Studiesとライアソン大学の
Institute for Aerospace Design and Innovationとの産学連携で、数多くの研究開発プロジェクトが進め
られている。

ケベック州
カナダ最大の航空宇宙産業のクラスター、ケベック州。その中心地であるモントリオールは、航空機の組
立、エンジンの製造、MRO、航空電子工学、降着システムの技術の高さで有名である。モントリオールに
は、Canadian Space Agency、Aerospace Manufacturing Technology Centre（NRC Aerospace）、
Consortium for Research and Innovation in Aerospace in Quebecなど10ヵ所を超える航空宇宙研究
センターがある。

またモントリオールでは、Quebec Aerospace AssociationやAéro Montréalをはじめとする支援機関
の総合ネットワークが整備されていることに加え、International Air Transport Association（IATA）、
International Business Aviation Council、International Civil Aviation Organization（ICAO）の本部も
ある。ケベック州では、Bombardier、Bell Helicopter Textron Canada、Pratt & Whitney Canada、
Rolls-Royce Canada、CAEなどの航空宇宙関連企業で、およそ4万2,400人が働いている。州の航空宇宙
関連の輸出額は2009年1年間だけで115億ドル強に上る。

ニュー・ブランズウィック州
ニュー・ブランズウィック州の航空宇宙関連企業が扱う技術分野としては、航空宇宙関連の設計、先端複合
材の研究、セキュア通信の研究、電子機器・航空電子機器の組立、最新の学習システムおよびシミュレーショ
ンシステム、金属加工、精密加工などが挙げられる。企業は、フレデリクトンやモンクトンなどの都市に集
中している。

ノバスコシア州
ハリファックスには、複合材加工、電子組立品、シミュレーション技術およびモデリング技術、エンジン
製造に特化した、世界的に有名な航空宇宙関連企業がたくさん集まっている。ノバスコシア州で事業を展
開している企業には、Lockheed Martin、Pratt & Whitney Canada、IMP Group、EADS Composites 
Atlantic、C-Vision、CAEなどがある。

プリンス・エドワード・アイランド州
シャーロットタウンは、エンジンのMROと、精密部品、エンジンコーティング剤、機内内装品の製造に特
化した航空宇宙産業のクラスターである。Honeywell CanadaやVector Aerospace Engine Services – 
Atlanticをはじめとする航空宇宙関連企業9社が、サマーサイド近郊にあるスレモン工業団地に集まってい
る。また、ホランド・カレッジのAerospace Centreで、急成長をみせる航空宇宙産業を対象とした幅広い
訓練・研修を受けることもできる。

ニューファンドランド・ラブラドール州
州の航空宇宙産業は、航空機の改造、システム統合、海上監視、航空機部品の製造と組み立て、航空機の
MRO、ナビゲーションシステムおよび通信システム、シミュレーションを含めた海上・飛行訓練プログラ
ムに対応することが可能で、また無人車両システムや海洋音響の応用を含めた研究開発の機会も提供できる。
ニューファンドランド・ラブラドール州は、ガンダー空港とその北大西洋航空管制システムを通じて民間航
空の物流面で中心的な役割を担っている。
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出典： fDi Benchmark；World Economic Forum, Global Competitiveness 
Report（2010/2011年）
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インフラの全体的な質
優位点：
世界トップレベルのインフラ
カナダは、近代的かつ世界トップレベルの公共インフラを誇り、これが
都市やコミュニティーの経済成長を支えている。カナダの道路、橋、鉄
道、港湾、空港は便利な場所にあり、堅牢な造りで、よく整備されてい
て、保安面の心配もまったくない。

 輸送・交通、電話通信、エネルギーなど、インフラの全体的な質を
数値化して、右の図表に示した。8段階評価で、0が「未整備」、7が「よ
く整備されている」。
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優位点：
研究開発への投資
世界各地の航空・宇宙産業の主要なクラスターと比べて、カナダは国内
総生産GDPに対する航空宇宙関連研究開発費の比率が大きい。

 各都市の研究開発の強度を、その国のGDPに対する比率として右
の図表にまとめた。

出典： fDi Benchmark（fDiの情報は、National Science Foundation（米国）、
Office for National Statistics（英国）、Eurostat、International Monetary 
Fundのデータを基にしたもの）、Statistics Canada；Ministry of Science 
and Technology（ブラジル）；UNESCO.org.uk；OECD in Figures 2009

研究開発への投資
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出典： fDi Benchimark；World Bank、Doing Business 2010

出典： fDi Benchmark；World Bank、Doing Business 2010；
Tax Foundation, National and State Corporate Income Tax Rates, 
U.S. States and OECD Countries、2009年；
KPMG: Income Tax Rates for General Corporations （2008/2009年）

会社設立の費用

法人税の合計

優位点：
会社設立のコストが安い
カナダは、会社設立に必要なコストが安く、ヨーロッパや米国の都市の
半分ほどしかかからない。事業税の税率も低く、また給与税（ペイロー
ルタックス）がG7諸国のなかで最も低い。

 会社設立に必要な公的手続きの費用の合計を、右の図表に示した。
国民一人当たりの所得に対する比率として設立費用を、0から15ま
での16段階で評価している。

優位点：
有利な法人所得税の税率
カナダの法人所得税率は、他国に比べ非常に優遇されている。

 右のグラフは、選択された各都市で企業に課せられる総所得税を示
す。数字は、2009年～2010年の企業の売上総利益に占める税金の
割合（パーセント）を表している。
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出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

生活費指数
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出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

クオリティ・オブ・ライフ指数
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 住宅費を含めた様々な生活費を評価して、下の図表に
整理した。

 クオリティ・オブ・ライフの要素を評価して、下の図表
に整理した。

8

カナダの競争力のある優位性
手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。特にカルガリー、トロント、モントリオール、ハリファックス、
ウィニペグなどの都市は他と比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist Intelligence Unitは2011年、世界で一
番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10位以内に入っている。

 写真クレジット：CRJ900、Bombardier Aeronautics
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航空宇宙関連の製造工場

コスト要因 使用量（面積）

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 1,200 m2

総専有面積（賃貸工場） 50,000 m2

光熱

電気 42,000 100 kWh

産業ガス 220,000 m3

従業員の種別 人数

財務

経理担当者 2

製造部門

製造部門のトップ 1

生産マネージャー 1

作業員（高度熟練） 50

作業員（熟練） 130

作業員（非熟練） 20

品質管理マネージャー 1

品質管理専門家 10

研究開発／エンジニアリング部門

エンジニア 27

管理部門

設備・事務所のサービスの専門家 2

秘書 6

合計 250

投資先のベンチマーク

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDi Benchmarkは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の分野および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 航空宇宙関連企業の主要なクラスターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：アトランタ、北京、ブリストル、
カルガリー、シャーロットタウン、デンバー、ハリファックス、マドリード、メキシコシティー、モントリオール、ミュンヘン、ニューデリー、
サンノゼ、サンパウロ、シアトル、上海、トロント、トゥールーズ、バンクーバー、ウィニペグ

 下に示した企業プロフィールは、従業員250人規模、従業員のほとんどが現場（工業地帯）で働き、都市部にある事務所に常駐する社員は少ない航
空宇宙関連の製造工場を想定している。

ウェイト付けを行うモデルの概要 ウェイト

産業のクラスターの存在 35%

労働力の供給力と質 30%

一般的なビジネス環境 15%

インフラとアクセスのしやすさ 15%

生活環境 5%

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト

5
15

15

30

35
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カナダの競争力のある優位性

カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で
優れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forum が評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）
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